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会社概要等
トラベル・リンク株式会社について

会社名 トラベル・リンク株式会社 Travel-Link. co.LTD

代表者 代表取締役 社長 北田耕嗣（総合旅行業務取扱管理者）
代表取締役 副社長 北田公子（専任・総合旅行業務取扱管理者）

所在地 岩手県盛岡市大通3丁目2-2第6大通ビル4F

設立 2014年2月４日 岩手県知事登録旅行業第３−２２７号

加盟団体 全国旅行業協会正会員 岩手県旅行業協会 盛岡商工会議所

資本金 370万円 従業員 4名（ほか契約スタッフ・添乗員等）

一般社団法人東北インアウトバウンド連合 理事

着地型ツアー（自社主催）
食・酒蔵・郷土芸能・まち歩き国内旅行/海外旅行

インバウンドツアー受入れ
モニター事業

プロモーション事業

MICE・一般団体・GP／コンテンツ磨き上げ・グループワーク・講座運営等
（企業・組合・首都圏大企業コラボ・官公庁委託業務等）

盛岡広域圏や三陸など、東北・岩手を中心に着地型旅行業を展開 県内の様々な業種と
連携し、地域の資源を活用したこだわりのツアーを実施。復興支援や、自治体、大手企業等
とのコラボツアー、食・文化・工芸などを軸に、関係人口や交流人口拡大に関わるとともに、地
域の新たなコンテンツ開発を行う。
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発地型（はっちがた）

アウトバウンド

着地型
（ちゃくちがた）

インバウンド



【盛岡まち歩き】住民向け・独身男女向け・転入者向け・外国人向けなど通年開催

様々なガイドの事例
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盛岡市内中心部（材木町・河南地区・河北地区・鉈屋町など）
2017.10ボンネットバスを活用したまち巡りも ほかにファム・ロケでの
発信事業取扱など（画像は実際の様子）
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着地型観光＝「インバウンド」事例



【三ッ星ヴィレッジ ハーベストレストラン】【Shoku-sai】
岩手の生産者･食材 +収穫体験+首都圏の料理人･首都圏参加者

首都圏・岩手県（盛岡広域圏） 相互交流プログラムの事例

【実施した体験コースの一例】
①短角牛放牧地見学・野菜収穫体験とソーセージ作り（岩手町）②ﾏｯｼｭﾙｰﾑ圃場見学と乗馬、夏イチゴ収穫体験
（八幡平市） ③酒米水田と酒蔵見学、寄せ豆腐づくり体験（八幡平市） ④高原での子牛ふれあい体験・ワイン
工場見学（葛巻町） ⑤クラフトビールと醤油づくり工場見学（盛岡市・紫波町）⑥トマト・じゃがいもの収穫体験と
露地視察（紫波町）⑦スリーピークス農園体験（大船渡） ⑧牡蠣むき体験・漁船体験（陸前高田）

参加者の70％が県外から

（うち首都圏が50％以上）

【関連事業】「地域トレセン フィールドワーク」（キリン） 「東北・美酒と食のテロワージュ」（仙台市）
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【シェフ・パティシエ・バイヤー向け産地見学会】2018-2020年度 実施

盛岡広域圏の食の生産者・加工業者と市内中心部をつなぐ
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盛岡市内飲食関係事業者と広域圏をはじめとする
県内の優れた生産者をマッチング。行程作成・視察
先の選定・アポ等について取り扱うとともに、ツアーの
情報発信、お客様への案内等を行う。



【体験の内容／啄木記念館・外山森林公園・姫神登山・座禅・夏祭り・収穫体験・わんこそば】

ユートランド姫神（盛岡市郊外）宿泊施設拠点とした農業体験事業
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【体験プログラム構築・ワークショップ・ツアー実施】2017年～ 2020年～暮らし体験発信

葛巻町 モニターツアー実施事例
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【体験プログラム構築・相談窓口・ツアー実施・応援団体勉強会「盛岡という星で」】
2018- 実施

盛岡と広域圏の関係人口ツアー コンテンツまとめ 応援組織構築
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関係人口（暮らし体験・移住）ツアー運営 相関図
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観光レベル
興味・愛着

交流人口
レベル
通う・交流する

関係人口
レベル
誰かと何かとつなが
る・週末移住

盛岡広域圏の例
移住
拠点をもつ

定住

国内
ワーホリ

ワーケーション

参考
既存企画

受入れ先ネットワーク

相談窓口

プロボノなど



イベント・ツアー実施

食と農のバリューアップ推進事業「美食王国もりおか」基盤強化等支援業務

ファンクラブ事務局運営
（登録・メルマガ発信）
特典登録

ウエブサイト運用・保守

取材・記事投稿

事業PR（ラジオ・FB）



産地見学ツアー 追加提案

産地見学ツアーﾌｧﾝｸﾗﾌﾞ企画

食と農のバリューアップ推進事業「美食王国もりおか」



畑のお手伝いプロジェクト/トマト・盛岡りんご・ステイプラン

食と農のバリューアップ推進事業「美食王国もりおか」基盤強化等支援業務

６名
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コロナ禍において 会員数増加傾向

2019.4 2019 2020 2020 2021 2021 2022

当初 12末 ３末 12末 ３初 12末 ３初

フェイスブック

0 294 320 576 606 686 719
いいね数

フェイスブック

0 312 341 643 681 783 816
フォロワー数

エフエム岩手 放送 ● ● ● ● ● ●

メルマガ発行 ● ● ● ● ● ● ●
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ファンクラブ新規入会者推移

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上

2019.3 2019.9 2020.3 2020.9 2021.3 2021.9 2022.3

20代以下 13 27 44 75 93 106 115

30代 26 42 73 113 134 159 169

40代 53 84 143 193 236 272 291

50代 89 116 170 236 264 293 317

60代 53 68 92 121 139 155 164

70代以上 17 18 22 29 35 42 46

合計 251 355 544 767 901 1027 1102



ファンクラブ会員新規入会比率（3/10現在）
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【2022年度の重点】
（１）中高年層への情報提供継続
若年層（20-40代まで）への働きかけを引
き続き行う

（２）世代を超えて関わりの強い層を掘り
起こし、能動的かつ持続的活動を促す必要

（３）長引くコロナの状況を受け、盛岡の食
と農の価値を根本から実感できるプログラム
を行う

★コロナ禍においても効果的な発信により
若年層会員の割合を保った

★誘いあっての外出を控える傾向により、
一人でイベントに参加する方が多かった
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30代 10% 12% 13% 15% 15% 15% 15%

40代 21% 24% 26% 25% 26% 26% 26%

50代 35% 33% 31% 31% 29% 29% 29%

60代 21% 19% 17% 16% 15% 15% 15%

70代以上 7% 5% 4% 4% 4% 4% 4%

20代以下 30代 40代 50代 60代 70代以上
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事業実施運営による価値の共有⇒事業への理解と認知度の向上⇒事業への関わりの増加

「美食王国もりおか」事業
・「消費者」から「ファン」「サポーター」へ、さらに「担い手」へつなぐ
・三者それぞれのつながりを強化する働きかけや取り組みを行う

三者の理解と協働
でバリューアップ

推進力を
高める

生産者農家・産直

事業者

飲食店など
消費者ファン

令和2年度後半から3年度中にかけての傾向として

「美食王国もりおか」内でおこっていること
・シェフや事業者が自らファンクラブイベントに参加し、
会員や消費者と交流している
・将来の連携事業者が、イベントに参加し、生産者・事業者・
ファンとの交流を体験。（BtoBだけでは見えない現場評価）
・「ファンクラブ会員」から事業者へステップアップし商品開発
・イベント通して、就農し市内移住
・ラジオ聴取者がコーナーのない日にも盛岡の食と農情報を投稿
三者の自発的な交流 と
スパイラルな関係性 が さらに事業を発展させる原動力

三者 の 「境目」 や 区切りのない 「合間」に宿った
第4、第5、第6の新しい動きを支援し加速させる

三者の仲間に加わりたいという機運をさらに高めていく

これから

トラベル・リンク作成



「東北」の食と農を観光コンテンツに
【可能性と課題】

• 食と農の宝庫・・・産地で食べたい・買いたい
（畑／旅館ホテル／飲食店／カフェ）

• 人の宝庫・・・・・・受入れにトライ～ガイド育成
（らしさとウエルカム感でOK）

• 多様な資源・・・・異分野との掛け合わせを
（フルーツと籠づくり／芸能と食など）

◎一番重要なこと、ちょっとがんばりが必要なこと
受入れ情報の整理と「撮影」記録

何をやれる（やりたい）か、金額はいくらか、受付方法
は？イメージ（写真）は？を決める やってみる
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